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「
ゆ
る
す
」

と
い
う
言
葉
に

は
、
「
許
す
」
、

「
赦
す
」、「
恕
す
」

（
恕
す
る
《
じ
ょ
す
る
》
と
書

く
の
が
一
般
的
）
と
い
っ
た

文
字
が
あ
り
ま
す
。「
許
す
」

は
、
何
か
を
す
る
こ
と
を
認

め
る
、
許
可
す
る
。「
赦
す
」

は
、
罪
を
赦
す
、「
恕
す
」
は
、

思
い
や
り
の
心
で
罪
や
過
ち

を
ゆ
る
す
、
と
い
っ
た
意
味

合
い
が
あ
り
ま
す
。『
人
生
で

一
番
大
切
な
も
の
は
何
か
』

と
尋
ね
ら
れ
た
孔
子
は
「
相

手
を
恕
す
こ
と
で
あ
る
」
と

答
え
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

４
月
に
行
わ
れ
た
、
第
29

回
日
本
医
学
会
総
会
で
、
１

０
３
歳
の
医
師
・
日
野
原
重

明
氏
は
、
ア
ル
ベ
ル
ト
・
シ

ュ
バ
イ
ツ
ァ
ー
の
「
人
間
に

対
す
る
真
実
の
愛
（
い
の
ち

へ
の
畏
敬
）
と
は
、
と
も
に

経
験
し
、
と
も
に
苦
し
み
、

そ
し
て
助
け
る
こ
と
」
と
い

う
言
葉
を
引
用
し
、「
相
手
の

こ
と
を
自
分
の
こ
と
の
よ
う

に
考
え
る
こ
と
」、
つ
ま
り

「
恕
す
」
こ
と
と
解
釈
し
、
こ

の
こ
と
こ
そ
が
、
争
い
を
避

け
る
た
め
の
唯
一
の
道
で
あ

り
、
世
界
平
和
に
つ
な
が
る

道
で
あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

日
野
原
氏
が
情
熱
を
持
っ
て

続
け
て
い
る
「
い
の
ち
の
授

業
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
、

①
自
分
が
持
っ
て
い
る
「
い

の
ち
」
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
、
②
家
族
や
友
達
の
こ
と

も
大
切
に
し
て
ほ
し
い
、
③

「
い
の
ち
」
は
「
時
間
」、
大

事
に
使
っ
て
ほ
し
い
、
④
人

の
た
め
に
自
分
の
大
切
な
時

間
を
使
う
人
に
な
っ
て
ほ
し

い
、
⑤
「
ゆ
る
す
」
と
い
う

こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
、
と

伝
え
て
い
ま
す
。「
君
た
ち
の

使
命
は
戦
争
の
な
い
世
界
を

つ
く
る
こ
と
だ
よ
。
ま
ず
大

事
な
こ
と
は
、
い
じ
め
を
な

く
す
こ
と
、
他
人
を
ゆ
る
す

こ
と
」
と
。

（
酉
）
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－はるな生協の現況－
（2015年５月31日現在）

組合員数 22,065人
出資総額 416,254,200円
一人平均出資額 18,865円
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通
町
診
療
所
は
３
階
建
て
の
建
物
の
中
に
４
つ
の
事
業
所
が
入
っ
て
い
ま
す
。

１
階
は
医
科
診
療
所
（
外
来
の
み
）、
２
階
は
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

３
階
は
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
計
画
す
る
居
宅
療

養
介
護
支
援
事
業
所
通
町
と
、
高
崎
市
か
ら
委
託
さ
れ
た
高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン

タ
ー
通
町
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
通
町
診
療
所
の
各
事
業
所
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
。

今から出かけます

１
階
は
、
家
庭
医
の
平
洋

所
長
を
中
心
と
し
た
医
科
診

療
所
で
す
。

か
。ま

た
、
通
院
が
困
難
な
患

者
さ
ん
へ
の
ご
自
宅
・
施
設

へ
の
訪
問
診
療
（
往
診
）
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
を
持
っ
て

い
な
い
け
れ
ど
も
、
健
康
状

態
に
つ
い
て
心
配
な
こ
と
が

あ
る
方
は
、
ま
ず
ご
相
談
く

だ
さ
い
。（
予
約
制
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。）

（
大
嶋
真
由
美
）

現
在
、
２
人
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー（
介
護
支
援
専
門
員
）

で
50
人
あ
ま
り
の
方
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
書
作
成

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

通
町
診
療
所
の
利
用
者
も

多
く
、
併
設
の
通
所
リ
ハ
ビ

リ
の
ご
利
用
な
ど
で
、
健
康

維
持
に
つ
な
が
る
よ
う
支
援

し
て
い
ま
す
。

認
知
症
や
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
の
方
が
増
え
、
対
応
も

多
様
に
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も

日
々
勉
強
を
し
知
識
を
高
め

る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

併
設
の
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ

ー
通
町
と
も
協
力
し
な
が

ら
、
地
域
の
高
齢
者
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
お
手

伝
い
を
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
落
合
　
洋
子
）

家
庭
医
と
は
、
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
家
族

み
な
さ
ん
の
病
気
の
診
療

通
町
診
療
所

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
通
町

高
崎
市
高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
通
町

や
、
健
康
診
断
、
予
防
接
種
、

各
種
健
康
相
談
等
行
っ
て
い

ま
す
。

皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相

手
と
思
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

わ
か
り
や
す
い
で
し
ょ
う

４
月
１
日
よ
り
高
崎
市
で

は
市
内
26
か
所
に
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

そ
の
愛
称
を
「
高
齢
者
あ
ん

し
ん
セ
ン
タ
ー
」
と
し
ま
し

た
。は

る
な
生
協
も
高
崎
市
か

ら
委
託
を
受
け
、
通
町
診
療

所
の
３
階
に
「
あ
ん
し
ん
セ

ン
タ
ー
通
町
」
を
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

担
当
地
域
は
中
央
・
南
・

城
南
校
区
で
す
。

主
な
仕
事
は
①
介
護
予
防

教
室
の
開
催
②
要
支
援
１
・

２
の
方
と
４
月
か
ら
始
ま
っ

通
町
診
療
所
デ
イ
ケ
ア

通
町
デ
イ
ケ
ア

は
、
身
体
機
能
の

維
持
・
向
上
、
物

忘
れ
が
気
に
な
る

方
の
症
状
軽
減
な

ど
リ
ハ
ビ
リ
を
目

的
と
し
た
通
所
施

設
で
す
。

利
用
者
は
、
リ

ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ

が
作
成
し
た
リ
ハ

ビ
リ
メ
ニ
ュ
ー
や

体
操
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ

い
と
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま

す
。希

望
す
る
方
に
は
、
入
浴

や
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口
腔

ケ
ア
も
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
も
得
な
が
ら
、
各
種
行

事
（
夏
祭
り
・
運
動
会
・
ク

リ
ス
マ
ス
会
等
）
を
行
い
、

季
節
感
も
味
わ
っ
て
頂
い
て

い
ま
す
。

（
倉
冨
　
恵
美
）

お待ちしています

全
員
集
合
！

た
総
合
事
業
の
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
作
成
③
高
齢
者
の
抱
え
る

心
配
事
や
介
護
保
険
の
相
談

窓
口
（
よ
ろ
づ
相
談
所
）
で

す
。相

談
は
電
話
や
来
所
だ
け

で
な
く
、
職
員
が
ご
自
宅
へ

伺
い
受
け
付
け
ま
す
。

毎
日
、
担
当
地
区
を
自
転

車
で
走
り
ま
わ
り
、
皆
さ
ん

に
声
を
か
け
て
貰
い
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。（

五
十
嵐
美
穂
子
）
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看護部長
佐藤久美子

看護部から 

看護師制度教育　新卒看護師の
卒後研修の取り組みの紹介

組
合
員
の
疑
問
に
答
え
る
！

組
合
員
の
疑
問
に
答
え
る
！
 

〜
聞
き
た
く
て
も
聞
け
な
い
い
ろ
ん
な
こ
と
〜
 

�
在
宅
診
療
部
を
ご
存
知
で
す
か
？
 

組
合
員
の
疑
問
に
答
え
る
！
 

24
時
間
３
６
５
日

往
診
に
う
か
が
い
ま
す
！

往
診
…
と
い
う
と
自
宅
で

医
師
が
診
察
を
行
う
こ
と
と

言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
正
確
に
は
急
に
具
合
が

悪
く
な
っ
た
と
き
、
例
え
ば

『
お
な
か
が
痛
く
な
っ
た
』

『
熱
が
出
た
』『
最
近
食
べ
ら

れ
な
く
な
っ
た
』
な
ど
で
患

者
さ
ん
が
来
て
ほ
し
い
と
い

っ
た
場
合
に
、
ご
自
宅
に
う

か
が
い
診
察
す
る
こ
と
を
言

い
ま
す
。
病
院
へ
の
定
期
受

診
が
困
難
で
、
月
に
２
回
な

ど
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た

療
所
で
は
そ
の
よ
う
な

状
況
や
、
要
望
か
ら
２

０
１
３
年
７
月
か
ら
24

時
間
往
診
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。
安
心
し

て
24
時
間
・
３
６
５
日

い
つ
で
も
往
診
が
行
え

る
よ
う
に
訪
問
看
護
師
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
医
師
が
待

機
を
し
て
い
ま
す
。
２
０
１

５
年
４
月
時
点
で
66
名
の
患

者
さ
ん
が
往
診
の
契
約
を
さ

れ
て
い
ま
す
（
往
診
は
事
前

契
約
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
）。

通
院
が
困
難
だ
っ
た
り
、

自
宅
で
療
養
し
た
い
と
い
っ

日
に
ご
自
宅
に
医
師
が
診
察

に
伺
う
こ
と
は
訪
問
診
療
と

い
い
ま
す
。

国
は
医
療
費
の
削
減
の
た

め
医
療
機
関
に
入
院
期
間
の

短
縮
を
迫
っ
て
い
ま
す
。
治

療
は
で
き
て
も
療
養
、
リ
ハ

ビ
リ
を
し
た
う
え
で
、
安
心

し
た
状
態
で
家
に
帰
る
こ
と

は
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、一
方
で
患
者
の
側
も
、

病
院
で
な
く
て
は
受
け
ら
れ

な
い
治
療
が
終
え
た
ら
、
住

み
慣
れ
た
家
で
治
療
を
続
け

た
い
と
い
う
要
望
が
増
え
て

い
ま
す
。

高
崎
中
央
病
院
、
通
町
診

４
月
に
入
り
、
当
院
で
も

新
卒
の
看
護
師
５
人
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ど

の
職
場
で
も
新
入
職
員
は
緊

張
の
中
早
く
職
場
に
な
れ
る

こ
と
と
、
一
人
前
に
な
れ
る

よ
う
先
輩
職
員
か
ら
指
導
を

受
け
て
い
ま
す
。
今
回
は
新

卒
看
護
師
の
研
修
風
景
も
入

れ
な
が
ら
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

看
護
師
に
は「
卒
後
研
修
」

と
い
う
研
修
シ
ス
テ
ム
が
あ

り
、
①
技
術
研
修
②
講
座
③

他
職
場
研
修
を
行
い
、
夜
勤

が
独
り
立
ち
す
る
ま
で
プ
リ

セ
プ
タ
ー
（
指
導
者
）
が
つ

い
て
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
ど
こ
の
病
院
で

も
新
人
看
護
師
研
修
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
当
院
の

研
修
制
度
は
歴
史
が
古
く
、

30
年
以
上
前
か
ら
教
育
制

度
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
１
人
１
人
の
進
み
方
に

合
わ
せ
て
、研
修
を
す
す
め
、

指
導
者
が
面
接
を
行
い
な
が

ら
１
つ
１
つ
の
技
術
の
習
得

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
進
め

て
い
ま
す
。
１
年
以
内
の
退

職
者
が
１
人
も
い
な
い
事

に
、成
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

他
職
場
研
修
に
行
く
こ
と
で

他
の
職
員
に
顔
と
名
前
を
覚

え
て
も
ら
い
、
職
場
間
連
携

が
と
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

技
術
や
今
で
き
る
事
だ
け

で
な
く
、
将
来
を
見
据
え
た

看
護
の
視
点
を
身
に
付
け
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
命
の
大
切
さ
、
患
者
さ

ん
や
利
用
者
の
方
に
寄
り
添

え
る
看
護
師
と
し
て
ゆ
っ
く

り
で
も
、
着
実
に
成
長
で
き

る
よ
う
職
場
や
職
員
全
体
で

育
成
し
て
い
く

風
土
を
持
ち
、

見
守
っ
て
い
ま

す
。卒

後
研
修
は

３
年
間
の
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
で

行
っ
て
い
ま
す

が
、
院
内
の
研

修
に
留
ま
ら

ず
、
県
連
で
の

集
合
研
修
や
、

外
部
研
修
な
ど

に
も
参
加
し
て

い
ま
す
。
又
、

プ
リ
セ
プ
タ
ー
に
な
っ
た
看

護
師
も
指
導
す
る
こ
と
で
、

新
人
看
護
師
と
向
き
合
い
悩

み
を
共
有
し
、
新
人
看
護
師

以
上
の
成
長
を
遂
げ
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
不

慣
れ
な
と
こ
ろ
も
沢
山
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
成
長
の
過

程
を
一
緒
に
見
守
っ
て
い
た

た
希
望
を
お
持
ち
の
方
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
３
２
３
│
２
６
６
５

（
高
崎
中
央
病
院
代
表
番
号
）

在
宅
診
療
部
の
看
護
師
と

呼
び
出
し
て
下
さ
い
。

（
在
宅
診
療
部
　
看
護
師
　

武
井
　
綾
子

大
地
　
茂
美
） 私たちがうかがいます

実習の器具

真剣なまなざし

だ
け
る
と
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
ま
た
、
新
入
職
員
に
会

っ
た
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ

け
る
と
、
職
員
の
励
み
に
な

り
、
元
気
に
、
楽
し
く
研
修

を
受
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
看
護
部
長
　
佐
藤
久
美
子
） 救命講習

施設の場所

名称は　「高齢者住宅　虹の家」に決まりました。
建物内併設事業所：ヘルパーステーションレインボー（訪問介護）

介護保険対応・自費事業
：デイサービス虹の家（通所介護）25名定員

高齢者住宅虹の家
36室　　全室個室　18㎡
部屋に備えてあるもの：ベッド、エアコン、緊急呼び出しボタ

ン、カーテン、トイレ、洗面所
その他のものは、自分の物を持ち込み
です。

●こんな住宅にしたい！
馴染みの人たちと助け合
いながらその人らしく、楽
しく豊かに暮らすことが出
来る「住まい」をつくる。
併設の訪問介護や通所介
護を利用して必要な介護を
受けることが出来ます。

●今後の予定
高齢者住宅虹の家の入居相談は、８月頃からを予定しています。
連絡先等、詳しくは緑十字に掲載いたしますのでご覧ください。
６月　　入居基準の確定
７月　　パンフレットやチラシ作製で広報活動（ケアマネ等）
８月頃～準備室の立ち上げ。入居相談開始

職員募集など
９月　　入居決定（随時）
10月　　建物引き渡し　　内覧会等

●高齢者住宅に関するお問い合わせは…
ほほえみの杜　町田　電話：027-395-8871

外観予想図

サービス付き高齢者向け住宅２号施設

2015年11月オープン予定
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事業活動の概況

１．重要な事業活動の内容
「在宅介護支援センターふれあい」は本年度末をもって廃止し、４月１日以

降新たに「高齢者あんしんセンター通町」（地域包括支援センター）を新設しま
す。

２．事業の経過及びその成果
（１）利用の状況

～略～
（２）損益の状況
苦戦を強いられましたが、何とか経常剰余1,183万円を確保することができま
した。
（３）財務の状況

～略～
（４）サ高住２号施設建設の進捗
本年３月に着工し、10月竣工、11月開業を予定しています。

（５）住所不明組合員のみなし脱退処理について
定款第10条及び「住所不明組合員のみなし脱退手続きに関する規程」にもと

づき、所在確認通知や公告（住所変更届出の催告）等の所定の手続きを経て、
2012年度から進めてきた第二次調査分のみなし脱退処理を期末に行い、当該出
資金を預り金に移しました。
組合員数2,594人、出資金額47,663,800円

３．各分野の状況
（１）医療活動
（病院）
①定期的に他職種合同の検討会議を実施し、事例を出し合い情報共有を図りま
した。在宅療養支援病院として他事業所、施設等と連携、協力して在宅医療の
充実をめざし取り組みました。
（通町診療所）
①他法人事業所との連携を強め、新たに６箇所の訪問看護ステーション、８箇
所の調剤薬局との連携が広がりました。また、在宅人工呼吸の患者など、細や
かな対応を必要とする患者の受け入れも開始しました。
（歯科診療所）
①組合員・患者の口の健康増進のために、班会などで日常生活の大切さを訴え、
治療後には定期的なメンテナンスを訴えてきました。
（２）介護・福祉活動
（在宅福祉総合センターほほえみ）
①訪問看護は、体制強化を図り、訪問件数も増えました。また、末期がんや難
病の患者紹介も多く、看取りが14件と増えてきました。
（介護センターほほえみの杜）
①高齢者住宅は、全34室が満室となり、現在は待機者もいる状況です。
（その他）
①今年４月から新しい地域支援事業が全県に先駆けて高崎市でスタートしまし

た。そのカギを握る地域包括支援センターとして、「高齢者あんしんセンター通
町」を受託することができました（対象生活圏域：中央・南・城南小学校区）。
（３）事業所利用委員会
（病院）
①「虹の箱」に多くのお礼や感謝の言葉が寄せられました。同時に寄せられた
貴重な意見や要望に対して、院内巡視や関連部署への提案を行い、置き傘や番
号札、入院案内などの改善に努めました。
（通町診療所）
①待合室にディスプレイを設置し、お知らせしたい事の案内と待ち時間の工夫
を行いました。
（歯科診療所）
①治療費が分かりにくい、高く感じるとの意見を頂き、治療費の掲示物を作成
しました。
（４）健康づくり
①「脳いきいき班会リーダー養成講座」を開催し、２支部で「脳いきいき班会」
に取り組みました。
②「はるな健康体操」は班会等で行えるようDVDづくりに取り組みました。ま
た、月１回組合員会館で体操を実施し、健康チェック等も行いました。
（５）組織活動
①出資金の積立増資を増やすことに取り組み、参加者が480人増えて5,766人に
なりました（前年5,286人）。昨年の加入増資を上回りました。
②生協強化月間のスタート集会を兼ねて組合員・職員交流集会を行い、「いのち
の章典」の学習も行いました（８月29～30日）。参加者85人は、昨年度と同数で
す。

（６）教育文化活動
2014年度は映画会、文化サークル活動や講演会などを行いました。

（７）社会保障・平和を守る活動
（社会保障を守る活動）
①医療や介護の改悪に反対する運動（署名や集会など）に積極的に取り組んで
きました。今年度は、高崎駅東口ヤマダ電機前で街頭宣伝を継続してきました。
（平和を守る活動）
①国民平和大行進のメインコース、網の目コースに合わせて170人の組合員・職
員が参加し、核兵器廃絶を沿道の人達にアピールしました。

４．当期における重要な事項
～略～

はじめに
安倍内閣は、消費税増税、集団的自衛権行使にむけた法整備、原発再稼働、米軍普天間飛行場の辺野古移設・新基地建設の強行など、どれをとっても世論に反す

る施策を強行しようとしています。戦争する国づくりへの動きが強まり、憲法「改正」の危険性が高まっています。
また、アベノミクスと新自由主義的「構造改革」は、大企業が史上空前の利益をあげる一方で、非正規雇用やワーキングプア（働く貧困層）の増大、高齢者や子

どもの貧困の増加など、貧困と格差の拡大をもたらしています。
昨年４月の診療報酬改定では、７対１一般病床のふるい落としを柱に、厚労省が描く「2025年モデル」にむけた病床の削減と再編が露骨に始まりました。また、

６月に成立した医療介護総合確保推進法では医療・介護関連の19本の法律が一括で「改正」され、「自己責任の社会保障」の視点から利用者の負担増と給付減が進め
られ、この４月から要支援者の訪問介護・通所介護の介護保険外し（市町村の「総合事業」への移行）、特別養護老人ホーム入所要件の引き上げ（原則要介護３以上）
等が実施されました。

2015年は戦後70年、被ばく70年の節目の年です。平和憲法を守り、核兵器廃絶をめざす取り組みを強めるとともに、引き続き無料低額診療事業、路上生活支援や
ハローワーク前相談会など「反貧困」の取り組みを強めましょう。また、引き続き被災地の復興にむけできる支援を行うとともに、脱原発・再生可能エネルギーへ
の転換を図る取り組みを進めましょう。
お陰さまで、「高齢者住宅ほほえみの杜」は１年で満室になりました。また、サービス付き高齢者向け住宅（以下サ高住）２号施設建設は、計画より１月遅れまし
たが、10月竣工にむけ順調に工事が進んでいます。この建設を成功させ、生協らしい地域包括ケアの構築をめざしましょう。

2014年度活動のまとめ（案） 
第63回通常総代会に提案する事業報告（案）の概要は以下のとおりです。 

2014年度活動のまとめ（案） 2014年度活動のまとめ（案） 

2014年度全国四課題目標到達
年間目標 到　　達

仲間ふやし 1,000人 655人
出資金ふやし 3,000万円 2,065万円
班づくり・班会開催 30班400回 ５班428回
担い手の育成 100人 64人
機関紙配布率 60％ 40.9％
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受
診
の
時
は
、
私
た
ち
が
対
応
し
ま
す

外
来
看
護
部

現
在
外
来
部
に
は
、
看
護

師
７
人
、
准
看
護
師
３
人
、

パ
ー
ト
看
護
師
９
人
、
看
護

補
助
者
１
人
の
計
20
人
が
交

代
で
勤
務
を
し
て
い
ま
す
。

勤
務
体
制
は
、
日
勤
と
当

直
の
２
交
代
制
で
、
当
直
は

１
人
、
小
児
当
番
の
日
の
当

直
は
２
人
体
制
で
行
っ
て
い

ま
す
。

主
な
業
務
内
容
は
、
診
察

の
介
助
、
採
血
、
点
滴
、
注

射
、
検
査
説
明
、
検
査
介
助

な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
入
院

が
必
要
と
な
っ
た
患
者
の
入

院
準
備
を
し
、
病
棟
へ
の
案

内
も
行
っ
て
い
ま
す
。

当
院
は
救
急
指
定
病
院
の

た
め
、
随
時
救
急
車
の
受
入

れ
も
行
っ
て
お
り
、
そ
の
際

迅
速
な
処
置
が
行
え
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。

患
者
の
皆
さ
ん
が
、
い
つ

で
も
安
心
し
て
来
院
出
来
る

よ
う
、
外
来
看
護
師
一
同

「
優
し
く
丁
寧
な
対
応
」
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
方
々
を
は
じ

め
、
地
域
の
人
々
が
気
軽
に

足
を
運
ん
で
頂
け
る
外
来
を

い
つ
も
扉
が
あ
い
て
い
ま
す

救急室です

私たちが対応します

目
指
し
こ
れ
か
ら
も
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

外
来
看
護
師
が
常
在
し
て

い
る
中
央
処
置
室
の
扉
は
、

常
に
開
い
て
い
ま
す
。

ご
心
配
な
事
や
分
か
ら
な

い
事
な
ど
何
で
も
お
気
軽
に

お
声
を
か
け
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
外
来
看
護
師
　
林
　
　
望
）
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栄
養
課 

だ
よ
り 

〈
夏
野
菜
を
上
手
に

選
ん
で
夏
バ
テ
予
防
〉

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

梅
雨
明
け
が
待
た
れ
食
欲
が

無
く
な
り
が
ち
な
こ
の
頃
、
夏

バ
テ
に
も
効
果
的
な
夏
野
菜
を

上
手
に
選
ん
で
夏
バ
テ
を
予
防

し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

・
角
ば
っ
た
も
の
は
空
洞
が
あ

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
ふ
っ
く

ら
丸
々
し
た
も
の
が
ベ
ス
ト
。

・
ト
マ
ト
の
赤
は
リ
コ
ピ
ン
と

い
う
色
素
に
よ
る
も
の
。
ガ
ン

の
予
防
に
も
効
果
が
あ
る
と
い

わ
れ
ま
す
。

『
オ
ク
ラ
』

●
う
ぶ
毛
が
立
っ
て
い
る

●
黒
ず
ん
で
い
な
い

・
オ
ク
ラ
の
ヌ
メ
リ
は
ペ
ク
チ

ン
な
ど
の
食
物
繊
維
。
整
腸
作

用
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
ら

す
働
き
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
夏
野
菜
を
使
っ
た

料
理
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

《
夏
野
菜
の
イ
ン
ド
風
カ
レ
ー
》

●
材
料
（
２
人
分
）

・
合
挽
き
肉
…
…
…
…
…
100
ｇ

・
な
す
…
…
…
…
…
…
…
１
本

・
オ
ク
ラ
…
…
…
…
…
…
６
本

・
ト
マ
ト
…
…
…
…
…
…
1/2
個

か
。

『
な
す
』

●
黒
く
て
ツ
ヤ
が
あ
る

●
ト
ゲ
に
ハ
リ
が
あ
る

・
黒
光
り
す
る
ほ
ど
ツ
ヤ
が
よ

く
、
ト
ゲ
が
と
が
っ
て
い
て
痛

い
く
ら
い
の
も
の
が
新
鮮
で
す
。

・
な
す
は
油
を
よ
く
吸
収
す
る

た
め
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
な
ど
の
摂

取
に
も
役
立
ち
ま
す
。

『
ピ
ー
マ
ン
』

●
肉
厚
で
色
ツ
ヤ
が
良
い

●
緑
色
が
濃
い・ピ

ー
マ
ン
１
個

に
は
、
レ
モ
ン
１

個
分
と
ほ
ぼ
同
じ

量
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

『
ト
マ
ト
』

●
丸
く
て
大
き
い

●
へ
た
が
ピ
ン
と

し
て
い
る

・
水
…
…
…
…
…
…
…
…
300
㏄

・
カ
レ
ー
ル
ー
…
…
…
…
75
ｇ

・
塩
・
こ
し
ょ
う
…
…
各
少
量

●
作
り
方

①
な
す
は
厚
め
の
輪
切
り
に
す

る
。
オ
ク
ラ
は
へ
た
の
先
を
除

い
て
が
く
の
部
分
を
ぐ
る
り
と

む
き
、
斜
め
半
分
に
切
る
。
ト

マ
ト
は
１
㎝
角
に
切
る
。

②
フ
ッ
素
樹
脂
加
工
の
フ
ラ
イ

パ
ン
を
温
め
て
ひ
き
肉
を
い
た

め
、
①
と
分
量
の
水
を
加
え
、

ふ
た
を
し
て
３
分
ほ
ど
蒸
し
煮

に
す
る
。

③
カ
レ
ー
ル
ー
を
加
え
て
混

ぜ
、
煮
立
っ
た
ら
塩
・
こ
し
ょ

う
で
味
を
と
と
の
え
る
。

④
器
に
ご
飯
を
盛
り
、
③
を
か

け
る
。

〈
１
人
分
の
栄
養
価
〉

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
…
…
…
…
479
kcal

・
塩
分
…
…
…
…
…
…
…
1.1
ｇ

（
調
理
師
　
福
井
　
　
守
）

群
馬
民
医
連
の
代
表
と
し

て
５
月
20
日
、
89
人
が
バ
ス

３
台
に
分
乗
し
、
国
会
議
事

堂
及
び
衆
参
議
院
会
館
へ
行

っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、「
集
団
的
自
衛

権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
を

撤
回
し
、
憲
法
９
条
を
守
り

平
和
憲
法
を
生
か
す
こ
と
を

求
め
る
請
願
」
を
５
人
一
組

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
４

人
の
議
員
の
方
に
直
接
お
願

に
行
き
ま
し
た
。
３
人
の
議

員
は
不
在
で
秘
書
の
方
が
応

対
し
ま
し
た
。
１
人
の

議
員
が
、
応
接
室
で
話

を
聞
い
て
下
さ
り
、
一

緒
に
写
真
も
撮
っ
て
頂

き
ま
し
た
。

政
治
を
身
近
に
感
じ

る
事
が
で
き
、
今
後
の

業
務
に
役
立
て
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
通
町
診
療
所落

合
　
洋
子
）

行ってきました

新
入
職
員
国
会
議
員
要
請

体
験
行
動
に
参
加
し
て

５
月
29
日
（
金
）、
社
会

保
障
委
員
会
「
は
か
り
隊
」

の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
３
人

で
榛
名
湖
畔
（
標
高
１
０
６

０
ｍ
付
近
）
の
空
間
放
射
線

量
測
定
を
行
い
ま
し
た
。

榛
名
山
は
、
原
発
事
故
後

か
ら
放
射
線
量
が
高
く
、
２

０
１
３
年
か
ら
民
主
団
体
と

も
協
力
し
て
計
測
し
て
き
ま

し
た
。

榛
名
湖
畔
周
辺
は
、
引
き

続
き
線
量
が
高
い
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。
高
原
学
校
の

カ
ッ
タ
ー
置
き
場
裏
や
石
垣

下
な
ど
今
回
の
湖
畔
周
辺
で

は
、
極
め
て

高
い
数
値
が

観
測
さ
れ
ま

し
た
。
国
の

除
染
値
基
準

を
は
る
か
に

超
え
て
い
ま

す
。
引
き
続

き
、
自
治
体

へ
の
働
き
か

け
が
必
要
で

す
。空

間
線
量

測
定
は
今
年

で
３
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

社
会
保
障
委
員
会
で
は
、
多

く
に
支
部
の
測
定
参
加
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

「はかり隊」in榛名湖畔

「はかり隊」榛名湖畔の
空間放射線量測定を実施
社会保障委員会

片
岡
・
八
千
代
支
部

５
月
12
日
総
会
を
行
い
、

今
後
の
支
部
体
制
や
班
活
動

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

吉
井
町
支
部

５
月
16
日
、
定
例
班
会
・

支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
恒
例
の
体
操
後
に
、
総

会
を
行
い
ま
し
た
。

上
中
居
支
部

５
月
16
日
お
で
か
け
を
兼

ね
た
総
会
を
行
い
、前
橋
か
ら

桐
生
方
面
を
散
策
し
ま
し
た
。

佐
野
支
部

５
月
25
日
総
会
兼
お
出
か

け
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
川
場
へ
行
き
、道
の

駅
や
日
帰
り
温
泉
「
い
こ
い

の
湯
」
を
楽
し
ん
で
き
ま
し

た
。今

年
度
の
支
部
体
制
や
、行

事
予
定
な
ど
を
確
認
し
ま
し

た
。江

木
支
部

５
月
26
日
総
会
を
行
い
ま

し
た
。

２
０
１
４
年
度
活
動
報
告

２
０
１
５
年
度
活
動
方
針
、

支
部
体
制
な
ど
確
認
し
ま
し

た
。倉

賀
野
支
部

５
月
26
日
、
旅
行
を
兼
ね

て
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
牛
伏
ド
リ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
に
行
き
、
自
然
豊
か

な
場
所
で
交
流
し
ま
し
た
。

石
原
支
部

５
月
29
日
の
支
部
総
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。活
動
予
定
や

支
部
役
員
の
体
制
を
確
認
し

ま
し
た
。

第
２
部
で
は
「
脳
い
き
い

き
班
会
」
の
紙
芝
居
と
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
体
操
、
参
加
者
で

音
読
を
行
い
ま
し
た
。

矢
中
支
部

５
月
30
日
、
お
で
か
け
総

会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
真
夏
日
で
し
た

が
、
東
京
の
浅
草
寺
と
柴
又

帝
釈
天
を
散
策
し
ま
し
た
。

藤
岡
支
部

５
月
31
日
、総
会
を
行
い

ま
し
た
。

今
年
度
も
健
康
体
操
を
中

心
に
活
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

総
代
会
へ

各
地
で
支
部
総
会

第
63
回
通
常
総
代
会
へ
む
け
て
、各
地
で
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。


